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�

松
と
庭
木
の
手
入
れ
教
室

県
立
都
留
高
等
技
術
専
門
校 

 

〔
在
職
者
訓
練
〕

「
ジ
ュ
ニ
ア
・
ラ
グ
ビ
ー
ス
ク
ー
ル
」
生
徒
募
集
！

フ
ジ
ヤ
マ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

�

　
　
～
富
士
山
の
絵
画
を
集
め
た
美
術
館
～

�

六
月
一
日
か
ら
一
〇
日
は
、

　
　
　
「
電
波
利
用
保
護
旬
間
」
で
す
。

「
高
齢
者
介
護
と
認
知
症
フ
ォ
ー
ラ
ムi

n

富
士
河
口
湖
」

　
～
地
域
の
認
知
症
の
人
を
支
え
る
た
め
に
～

モ
ー
タ
ー
サ
イ
ク
ル
・

　
　
ラ
イ
デ
イ
ン
グ
ス
ク
ー
ル�

の
お
知
ら
せ

�

～
春
の
芽
積
み
と
簡
単
な

　
　
　
　
庭
木
の
手
入
れ
方
法
を
学
び
ま
す
～

～
電
波
の
ル
ー
ル
守
り
ま
し
ょ
う
。

�

　
　
　
問
い
合
わ
せ
は
、関
東
総
合
通
信
局
～

�

イ
ベ
ン
ト
紹
介

�

「
自
然
と
遊
ぼ
う
！
森
フ
ェ
ス
タ
」

�

■
日
　
時
　
５
月
31
日
（
土
）・
６
月
１
日
（
日
）

�

■
内
　
容
　
既
製
品
で
は
味
わ
え
な
い
手
作
り
の
ぬ

　
　
　
　
　
　
く
も
り
や
、
製
作
者
の
情
熱
や
物
づ
く

　
　
　
　
　
　
り
の
楽
し
さ
を
味
わ
っ
て
い
た
だ
け
る

　
　
　
　
　
　
楽
し
い
内
容
で
す
。

�

※
こ
の
イ
ベ
ン
ト
へ
の
出
展
者
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

�

●
問
合
先
　
「
森
と
湖
の
楽
園
」（
小
立
５
６
０
６
）

�

　
　
　
　
　T

E
L

73
‐
４
１
１
６
　T

E
L

73
‐
４
１
２
０

��

　
■
日
　
時
　
5
月
24
日
（
土
）・
25
（
日
）
　

�

■
時
　
間
　
午
前
9
時
～
午
後
４
時

�

■
持
ち
物
　
手
バ
サ
ミ
・
刈
り
込
み
バ
サ
ミ
・

　
　
　
　
　
お
弁
当
・�

ヘ
ル
メ
ッ
ト
・
筆
記
用
具

�

■
受
講
料
　
五
千
円
　

　
■
定
　
員
　
先
着
20
名

�

■
締
　
切
　
5
月
20
日
（
火
）

�

●
問
合
先
　
富
士
吉
田
職
業
訓
練
協
会
　

　
　
　
　
　
　T

E
L

22
‐
5
2
1
4

＝
第
二
種
電
気
工
事
士
技
能
試
験
準
備
講
座
＝

�

■
日
　
　
程
　
7
月
5
日
（
土
）・
12
日
の
計
2
日
間

�

■
受
付
開
始
　
5
月
7
日
（
水
）
　

��

＝
ワ
ー
ド
応
用
＝

�

■
日
　
　
程
　
7
月
中
旬
の
計
6
日
間

�

■
受
付
開
始
　
5
月
7
日
（
水
）

��

＝
仕
事
の
教
え
方
（
Ｔ
Ｗ
Ｉ
／
Ｊ
Ｉ
）
＝

�

■
日
　
　
程
　
7
月
中
下
旬
の
計
5
日
間

�

■
受
付
開
始
　
5
月
19
日
（
月
）
　
　
　
　
　
　
　�

�

＝
エ
ク
セ
ル
基
礎
（
一
回
目
）
＝

�

■
日
　
　
程
　
7
月
下
旬
・
８
月
上
旬
の
計
6
日
間
　

　
■
受
付
開
始
　
5
月
28
日
（
水
）

��

●
い
ず
れ
の
申
込
み
も
、
規
定
の
用
紙
に
記
入
し
、
申

し�

　
込
ん
で
下
さ
い
。
定
員
に
な
り
次
第
、
以
降
は
キ

ャ
ン
　
セ�

ル
待
ち
と
な
り
ま
す
。

�

※
詳
し
い
こ
と
は
、
県
立
都
留
高
等
技
術
専
門
校
へ
問

�

い
　
合
わ
せ
て
下
さ
い
。

�

　
　
　
　
　
　T

E
L

0
5
5
4
‐
43
‐
8
9
1
1
　

　
　
　
　
　
　
　T

E
L

0
5
5
4
‐
43
‐
8
9
1
2

��

　
6
月
1
日
（
日
）
ま
で
フ
ジ
ヤ
マ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
常
設
展
を
開
催
!

�

■
所 

在 

地
　

富
士
急
ハ
イ
ラ
ン
ド
・
ハ
イ
ラ
ン
ド

　
　
　
　
　
　
　
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
＆
ス
パ
に
隣
接

�

■
開
館
時
間
　
平
日
　
午
前
10
時
～
午
後
５
時
30
分 

�

　
　
　
　
　
　
土
曜
　
午
前
10
時
～
午
後
８
時
30
分

�

　
　
　
　
　
　
日
祝
日
午
前
9
時
～
午
後
８
時
30
分

�

■
入 

館 

料
　
大
人
1
0
0
0
円
・
高
校
生
6
0
0
円

�

　
大
学
専
門
学
校
生
8
0
0
円
　 

中
学
生
5
0
0
円

　
※
小
学
生
以
下
は
無
料

�
●
問
合
先
　
22
‐
8
2
2
3

��

　
■
不
法
無
線
局
に
よ
る
混
信
・
妨
害

�

　
　
　
　
　
　
　
　
（T

E
L

）03
‐
6
2
3
8
‐
1
9
3
9

�

■
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
の
受
信
障
害

�

　
　
　
　
　
　
　
　
（T

E
L

）03
‐
6
2
3
8
‐
1
9
4
5

�

■
放
送
相
談
（
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
）

�

　
　
　
　
　
　
　
　
（T

E
L

）03
‐
6
2
3
8
‐
1
9
4
4

�

　

�

　
こ
の
ス
ク
ー
ル
の
目
的
は
、
バ
イ
ク
の
適
切
な
運
転

　
技
術
を
高
め
て
、
交
通
事
故
防
止
に
寄
与
す
る
こ
と
で

　
す
。
親
子
で
バ
イ
ク
に
親
し
み
、
コ
ミ
ニ
ュ
ケ
ー
シ
ョ

　
ン
の
輪
を
広
げ
る
場
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

�

■
日
　
時
　
５
月
11
日
（
日
）
午
前
９
時
～
午
後
３
時

�

■
場
　
所
　
山
梨
県
立
園
芸
高
校
　
教
習
コ
ー
ス

�

■
対
　
象
　
バ
イ
ク
を
運
転
し
た
経
験
の
あ
る
小
学

　
　
　
　
　
　
生
以
上

�

■
費
　
用
　
保
険
代
と
し
て
1
人
5
0
0
円
（
当
日
受
付
）

�

■
持
ち
物
　
自
分
の
バ
イ
ク
・
ヘ
ル
メ
ッ
ト
・
グ
ロ
ー

�

　
　
　
　
　
ブ
・
お
弁
当
・
飲
み
物

�

※
雨
天
決
行
で
す
が
、
悪
天
候
の
場
合
は
中
止
。

�

●
問
合
先
　
山
梨
県
安
全
運
転
協
会

　
　
　
　
　
　
　T

E
L

０
５
５
‐
２
８
０
‐
５
５
５
０

�

　
　
　
　
　
　
又
は
坂
本
栄
樹
（
小
立
）

　
　
　
　
　
　
　T

E
L

0
9
0-

4
7
4
9-

4
0
0
7

　■
日
　
時
　
５
月
29
日
（
木
）
午
後
１
時
～
４
時
30
分

■
場
　
所
　
勝
山
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
「
さ
く
や
ホ
ー
ル
」

■
内
　
容
　
一
部
講
演
、
二
部
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
参
加
無
料

　
講
演
「
認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
た
め
に
」

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
地
域
の
認
知
症
の
人
を
支
え
る
た
め
に
」

■
主
　
催
　
医
療
法
人
　
聖
仁
会
　

●
問
合
先
　
デ
イ
ザ
ー
ビ
ス
た
ん
ぽ
ぽ
　
73-

３
５
１
１

　
　
　
　
　
す
み
歯
科
医
院
　
　
　
　
　
73
‐
３
０
０
１

　
吉
田
ラ
グ
ビ
ー
ス
ク
ー
ル
は
、
富
士
北
麓
の
小
学
生
を

対
象
に
活
動
し
て
い
る
ジ
ュ
ニ
ア
ラ
グ
ビ
ー
の
ク
ラ
ブ

で
す
。
現
在
当
ス
ク
ー
ル
で
は
新
規
入
会
の
生
徒
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

　
練
習
は
毎
週
土
曜
も
し
く
は
日
曜
の
午
前
中
、
交
流
試

合
・
練
習
試
合
も
年
７
～
８
回
実
施
し
て
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
女
子
も
大
歓
迎
で
す
。

●
問
合
先
　
０
８
０
‐
６
５
３
０
‐
３
５
３
３
（
外
川
）
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町
指
定
文
化
財
「
廻
り
舞
台
」
の

�

　
　
　
　
　
　
解
体
修
理
に
つ
い
て

町の文化財紹介
いにしえ こ みちいにしえ こ みち

富士河口湖古の小径富士河口湖古の小径

……………………………………………………………………………………………………………………………………

　
小
立
地
区
の
妙
法
寺
の

境
内
に
所
在
す
る
「
廻
り
舞

台
」
は
平
成
十
九
年
一
月
十

七
日
に
町
の
有
形
文
化
財

に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

「
廻
り
舞
台
」
は
明
治
十
九

年
（
一
八
八
六
）
十
二
月
に

妙
法
寺
が
大
火
災
に
遭
っ
た

後
、
再�

興
さ
れ
る
過
程
で

三
十
番
神
堂
の
拝
殿
と
し

て
建
立
さ
れ
、
築
一
二
〇
年

ほ
ど
経
過
し
て
お
り
ま
す
。
小
立
の
林
地
区
に
伝
わ
る
地
芝

居
で
あ
る
「
白
波
五
人
男
」・「
忠
臣
蔵
」
な
ど
が
年
二
回
上
演

さ
れ
、
上
演
時
に
は
近
郊
近
在
か
ら
多
く
の
観
衆
が
集
ま
り

、
妙
法
寺
境
内
が
埋
め
尽
く
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

�

し
か
し
な
が
ら
、
長
年
の
経
過
に
よ
り
、
風
雪
雨
に
さ
ら

さ
れ
、「
廻
り
舞
台
」
の
回
転
台
は
機
能
を
失
い
、
建
築
部
材

も
虫
損
や
腐
食
に
よ
る
大
き
な
損
傷
が
目
立
つ
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、「
廻
り
舞
台
」
を
所
有
す
る
、
小
立
の
林

区
と
久
保
区
で
は
、
こ
の
「
廻
り
舞
台
」
を
再
生
し
、
地
域
の

伝
統
芸
能
（
地
芝
居
）
を
後
世
に
継
承
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
大
規
模
な
修
復
を
計

画
し
ま
し
た
。

�

平
成
十
九
年
十
一
月
に
修

理
が
着
手
さ
れ
、
約
４
ヶ
月

半
に
及
ぶ
工
期
を
要
し
ま
し

た
。
当
初
の
計
画
で
は
、
ジ
ャ

ッ
キ
や
ク
レ
ー
ン
を
用
い
て

建
物
を
浮
上
さ
せ
、
基
礎
の

補
強
・
補
修
、
建
築
部
材
の

修
復
と
い
う
工
事
を
行
な
う

予
定
で
し
た
が
、
想
定
以
上

に
建
築
部
材
が
劣
化
し

て
い
た
こ
と
か
ら
、
建

物
の
全
面
解
体
に
変
更

さ
れ
ま
し
た
。再
利
用
が

可
能
な
部
材
は
極
力
残

し
、
交
換
が
必
要
な
部

材
に
つ
い
て
は
、
工
事

前
と
同
じ
木
材
を
使
用

す
る
こ
と
が
教
育
委
員

会
か
ら
条
件
と
し
て
提

示
さ
れ
、
文
化
財
の
本

質
を
損
な
う
こ
と
な
く
、
修
理
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
特
に

主
要
な
柱
材
に
つ
い
て
は
、
劣
化
部
分
の
み
交
換
を
行
な
う

な
ど
、
文
化
財
修
理
に
求
め
ら
れ
る
理
想
的
な
工
法
が
用
い

ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
今
後
の
活
用
の
上
で
の
安
全
性
の
確

保
の
た
め
、「
廻
り
舞
台
」
の
回
転
台
に
は
強
固
な
構
造
が
採

用
さ
れ
ま
し
た
。
上
演
時
の
照
明
も
建
築
部
材
に
極
力
影
響

が
及
ば
な
い
取
り
付
け
等
の
配
慮
が
な
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

修
復
前
の
劣
化
原
因
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
、
風
雨
の
吹
き
込

み
に
つ
い
て
も
、
新
た
に
建

具
を
追
加
す
る
こ
と
に
よ

り
、
改
善
が
な
さ
れ
ま
し

た
。

�

こ
の
よ
う
に
し
て
、
町

指
定
有
形
文
化
財
「
廻
り

舞
台
」
は
修
復
工
事
を
終

え
往
時
の
姿
に
蘇
り
ま
し

た
。
今
後
は
地
元
の
地
域

の
伝
統
芸
能
の
発
表
の
場

と
し
て
活
用
さ
れ
る
予
定

で
す
。

　
　
　�

（
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
文
化
財
担
当

�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
学
芸
員
　
杉
本
悠
樹
）

お
め
で
た
（
出
生
）

お
子
さ
ん

父

母

【
3
月
19
日
か
ら
4
月
17
日
ま
で
】

お
く
や
み
（
死
亡
）

届
出
人

渡
辺
　
真
心
　
　
太
　
富
　
美
　
鈴
　
船
津

中
村
　
春
祈
　
　
修
史
郎
　
千
　
夏
　
船
津

湊
　
　
さ
ら
　
　
和
　
彦
　
さ
か
え
　
船
津

小
林
　
秀
月
　
　
和
　
仁
　
恩
　
子
　
船
津

中
村
さ
く
ら
　
　
悟
　
史
　
瑞
　
恵
　
船
津

久
保
　
有
矢
　
　
貴
　
政
　
由
美
子
　
船
津

岩
岸
　
　
奏
　
　
宗
　
岳
　
て
る
み
　
小
立

渡
邉
　
佳
恵
　
　
　
努
　
　
真
由
美
　
小
立

小
笠
原
　
桜
　
　
　
淳
　
　
　
直
　
　
河
口

堀
内
　
斗
真
　
　
千
　
人
　
淳
　
子
　
大
石

久
門
　
心
愛
　
　
一
　
信
　
千
亜
紀
　
勝
山

木
村
　
花
音
　
　
太
　
郎
　
雅
　
美
　
勝
山

渡
辺
　
依
吹
　
　
一
　
哉
　
正
　
恵
　
大
嵐

堀
内
　
千
秋
　
84
歳
　
堀
内
　
一
美
　
船
津

小
佐
野
あ
き
子
　
65
歳
　
小
佐
野
謙
治
　
船
津

渡
邉
　
由
松
　
90
歳
　
渡
邉
　
良
一
　
船
津

古
屋
う
め
子
　
74
歳
　
古
屋
　
信
一
　
船
津

井
出
　
セ
ツ
　
86
歳
　
井
出
　
　
亮
　
船
津

雨
宮
　
幸
次
　
47
歳
　
雨
宮
　
幸
雄
　
浅
川

山
中
き
く
江
　
88
歳
　
山
中
　
　
泉
　
小
立

渡
辺
　
革
美
　
78
歳
　
渡
辺
　
　
操
　
小
立

小
佐
野
市
郎
　
81
歳
　
小
佐
野
　
積
　
小
立

霜
村
　
金
丸
　
68
歳
　
霜
村
た
く
江
　
大
石

小
佐
野
光
秋
　
62
歳
　
小
佐
野
ふ
さ
子
　
勝
山

ま
　
な
か

は
る
　
き

ひ
　
づ
き

ゆ
う
　
や

と
う
　
ま

み
　
の
り

か
　
の
ん

い
　
ぶ
き

か
　
　
え

か
な
で

さ
く
ら

解体工事前の状況

虫損を受けた建材

補強された新しい回転軸

工事中の状況
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童謡や唱歌が好きな仲間が集り、発会以来３年が経過しました。
５０余名のメンバーが、交流センターを会場に渡辺怜子先生のご指導の下、毎月２～３回
のレッスンに笑顔を忘れず体操に、発声練習に、時には少女の頃にタイムスリップしな
がら楽しい歌声を響かせています。
　町内の生涯学習のつどい、社会福祉関係の行事等にも参加し、未熟な会ではあります
が発表させていただいております。
　あなたも、一緒に歌ってみませんか。何時でも入会できますので、お待ちしておりま

★
記
念
祭
★
を

　
　
　
開
催
し
ま
す

　
女
性
交
流
セ
ン
タ
ー
開
設
か
ら
早
や

一
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
　

　
実
行
委
員
会
で
は
心
こ
め
て
い
き
い

き
と
「
み
ず
う
み
・
一
周
年
記
念
祭
」
を
開

催
い
た
し
ま
す
。

　
か
わ
い
い
お
子
さ
ん
か
ら
、
高
齢
の

方
々
ま
で
、
男
女
を
問
わ
ず
、
楽
し
く
参

加
し
て
い
た
だ
け
る
、
ユ
ニ
ー
ク
な
催
し

で
す
。

　
尚
、
参
加
者
に
は
、
記
念
品
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
い
た
し
ま
す
。

　
町
民
の
皆
様
の
ご
来
場
を
、
実
行
委
員

一
同
、
心
か
ら
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　　
　
　
　
　
セ
ン
タ
ー
み
ず
う
み
実
行
委
員
会

記念祭の記念祭の
お知らせお知らせ

展示コーナー展示コーナー
1年間の活動、

リサイクル品、布バックなど

５月２４日（土）午後１時３０分～

勝山さくやホール

プログラム

★「はねっこ劇団」による演劇

★「童謡と唱歌の会」のコーラス

★「よみがえる和服」
　　リフォーム展と
　　ファッションショー

リフォーム品をお持ちの方、

ファッションショーに、出ていただける

方は、ご連絡ください。

また、展示などで、お貸しくださる方も、

「みずうみ」まで、お持ちくださるか、

ご連絡ください。

72-2962
72-6053

(20日まで)

参
加
者
受
付
中

参
加
者
受
付
中

日時

会場

………… …………

申し込み　会長　中村政代　（７２－０６２２）　顧問　外川美和子（７２－１１６０）

お
し
あ
わ
せ
に
（
結
婚
）

日   

時
　
6
月
3
日 (

火)

　
　
　   

午
前
９
時
30
分
か
ら
午
後
４
時

場   

所
　
河
口
湖
商
工
会

問
合
せ
　
山
梨
社
会
保
険
事
務
局
大
月
事
務
所

　
　
　
　
　TEL

0
5
5
4-

22-

3
8
1
1

日   

時
　
6
月
6
日 (

金)

・
20
日 (

金)

　
　
　   

午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時

　
　
　
　
　
　  (

12
時
か
ら
午
後
1
時
は
昼
休
み)

会
　
場
　
中
央
公
民
館

国
民
年
金
・
社
会
保
険
相
談
所

「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」

 

相
談
会

人口

男

女

世帯

　　25,743人
(－80)

 12,683人
(－30)

 13,060人
　(－50)

 8,845  
(－13)

人のうごき人のうごき人のうごき

世帯

4月1日現在の
人口・世帯

在
原
ゆ
う
　
　
90
歳
　
在
原
　
好
照
　
勝
山

堀
内
　
惣
一
　
84
歳
　
堀
内
亀
代
治
　
勝
山

三
浦
　
絹
子
　
86
歳
　
三
浦
　
正
重
　
長
浜

三
浦
ひ
さ
江
　
90
歳
　
三
浦
　
保
明
　
西
湖

野
沢
　
勝
守
　
82
歳
　
野
沢
　
秀
徳
　
富
士
ヶ
嶺

天
野
　
　
森 

 

＝ 
 

大
塩
　
廣
美
　
船
津

五
味
　
　
一 

 

＝ 
 

李
　
　
美
仙
　
船
津

渡
邉
　
　
稔 

 

＝ 
 

鈴
木
　
笑
美
　
船
津

小
林
　
正
樹 

 

＝ 
 

茂
木
　
　
瞳
　
船
津

渡
邊
　
利
宏 

 

＝ 
 

堀
内
　
友
美
　
小
立

大
石
　
　
卓 

 

＝ 
 

重
田
亜
矢
香
　
勝
山

在
原
　
綱
樹 

 

＝ 
 

黒
岩
　
千
恵
　
勝
山

渡
邊
　
智
浩 

 

＝ 
 

竹
下
　
真
樹
　
大
嵐

小
林
　
　
広 

 

＝ 
 

森
　
　
千
春
　
富
士
ヶ
嶺

Happy Wedding

♪♪童謡と唱歌の会♪♪♪♪童謡と唱歌の会♪♪♪♪童謡と唱歌の会♪♪

女
性
交
流
セ
ン
タ
ー

お
か
げ
さ
ま
で
、
1
周
年

2008・52008・5

シリーズ:女性団体の紹介



地球環境にやさしい町づくりを進めています。

55

「
広
報
富
士
河
口
湖
」
は
資
源
保
護
と
リ
サ
イ
ク
ル
促
進
の
た
め
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

E
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

2
0
0
8
年
5
月
 
N
o
.
5
4
広
報
富
士
河
口
湖

発
行
/
山
梨
県
南
都
留
郡
富
士
河
口
湖
町
役
場

編
集
/
富
士
河
口
湖
町
役
場
　
企
画
課

〒
401-0392　

T
E
L
 
0
5
5
5
-
7
2
-
6
0
2
3

http://w
w

w
.tow

n.fujikaw
aguchiko.lg.jp/

kikaku@tow
n.fujikaw

aguchiko.lg.jp

広
報
富
士
河
口
湖

　
２４

　　
木
花
咲
耶
姫
を
祀
り
、
そ
の

姿
そ
の
も
の
の
よ
う
な
優
雅
を

3
0
0
年
も
私
た
ち
に
見
せ
続

け
て
い
る
富
士
山
、
富
士
山
麓

は
富
士
信
仰
で
栄
え
て
き
ま
し

た
。
今
年
の
新
作
は
、
古
く
か
ら

信
者
が
絶
え
る
こ
と
の
な
か
っ
た
「
富
士
浅
間
神
社
の
参

道
」
、「
母
の
白
滝
」
、
春
の
告
げ
る
「
流
鏑
馬
」
、
富
士
登
山
の

終
わ
り
を
告
げ
る
「
火
祭
り
」
、
他

「
風
林
火
山
」
、「
尾
瀬
」
、「
上
高
地

に
清
流
」
な
ど
１０
点
余
り
、
ま
た
、
再

度
見
た
い
と
お
話
し
を
い
た
だ
い
た

所
蔵
作
品
３０
点
余
り
、
そ
し
て
、「
森

の
精
」
の
仲
間
た
ち
に
よ
る
応
援
作

品
２０
点
も
同
時
展
示
し
ま
す
。

　
押
し
花
だ
け
で
表
現
し
た
風
景

画
の
世
界
を
ご
覧
下
さ
い
。

　　
第
２
回
石
畳
の
道
ま
つ
り
で
展
示
さ
れ
ま
し
た
、
明
治
末
か

ら
昭
和
４０
年
代
ま

で
の
船
津
地
区
の

な
つ
か
し
い
写
真
６０

点
（
街
並
み
、
風
俗
、

お
祭
り
、
湖
）
を
展

示
し
て
い
ま
す
。

　　
介
護
老
人
保
健
施
設

「
は
ま
な
す
」
の
施
設

長
、
福
田
六
花
先
生
が
、

も
う
一
つ
の
顔
で
あ
る
、

音
楽
家
と
し
て
コ
ン
サ

ー
ト
を
行
い
ま
す
。

　
福
田
先
生
は
、
１０
代

の
頃
よ
り
プ
ロ
ミ
ュ
ー
ジ

シ
ャ
ン
と
し
て
バ
ン
ド
活

動
を
行
い
（
ボ
ー
カ
ル
、

ギ
タ
ー
、ピ
ア
ノ
）
、
ラ
イ

ブ
ハ
ウ
ス
な
ど
で
の
演

奏
は
２５
年
に
及
ぶ
経
験

の
持
ち
主
。
作
曲
、
編

曲
、
Ｂ
Ｇ
Ｍ
作
製
（
テ
レ

ビ
、
ラ
ジ
オ
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
）
、
ラ
ジ
オ
D
J
な
ど
様
々
な
音
楽
シ
ー

ン
で
の
活
動
を
継
続
し
て
い
ま
す
。

　
福
田
先
生
は
聖
マ
リ
ア
ン
ナ
医
科
大
学
病
院
、
癌
研
究
所
で

１３
年
間
の
消
化
器
外
科
医
と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア
を
経
て
、
２
０

０
２
年
よ
り
富
士
河
口
湖
町
に
移
住
し
、
は
ま
な
す
の
施
設

長
と
し
て
、
富
士
北
麓
地
区
の
老
人
介
護
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。 

　
現
在
は
マ
ラ
ソ
ン
に
も
取
り
組
む
他
、
足
和
田
山
、
東
海
自

然
歩
道
を
使
っ
た
ト
レ
イ
ル
レ
ー
ス
、
富
士
山
麓
ト
レ
イ
ル
ラ

ン
な
ど
も
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
す
る
な
ど
多
彩
な
才
能
を
持
つ
福
田

先
生
の
ソ
ロ
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

　
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
や
ア
メ
リ
カ
ン
ポ
ッ
プ

ス
の
演
奏
を
行
う
予
定
で
す
。
お
楽
し
み
に
…

町
役
場
庁
舎

町
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展

庁
舎
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
コ
ン
サ
ー
ト

展
示
期
間
　
５
月
１２
日
～
５
月
２３
日

「
押
し
花
作
家
・
金
子
政
子

　
　
　
　
押
し
花
風
景
画
の
世
界
」

「
船
津
な
つ
か
し
写
真
展
」
冨
根
都
ク
ラ
ブ

展
示
期
間
　
～
５
月
８
日

福
田
六
花
ソ
ロ
コ
ン
サ
ー
ト

５
月
２７
日
（
火
）
　
１２
時
１０
分
～
１２
時
５０
分

行政相談・心配ごと相談日

5月20日(火)

　
相
談
者
や
効
率
的
な
相
談
の
た
め
、
行
政
相
談
・

心
配
ご
と
相
談
、
弁
護
士
相
談
は
予
約
制
に
な
り

ま
し
た
。

　
5
月
２０
日
の
相
談
の
予
約
は
、
5
月
１６
日
（
金
）

ま
で
に
町
役
場
企
画
課
（
７２-

６
０
２
３
）
ま
で
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。
相
談
時
間
は
、
1
人
１５
分
間

と
し
ま
す
。

行政相談・心配ごと相談は　　　　　　　になりました！

町中央公民館

勝山ふれあい
センター

足和田出張所

上九一色出張所

午前１０時～午後２時 午前１０時～１２時

午後１時～４時

午後１時～３時

◆行政相談・心配ごと相談・弁護士相談は、どこの場所へ行ってもOKです。

場　所 時　間 弁護士相談

予約制

質の高い住民サービスを提供します。
地球環境にやさしい町づくりを進めています。

ISO 9001  14001 認証取得

EC00J0306

休日・夜間の救急医の問い合わせ先　�２３－４４４４　(富士五湖消防本部テレフォンサービス)
平日　午後5時～、土曜日　12時から、日曜・祝祭日　午前8時～

　
○
日 

程
　
5
月
20
日
（
火
）
　

　
　
　
　
　
午
後
１
時
～
３
時

　
○
相
談
場
所
　
町
中
央
公
民
館
　
第
2
研
修
室

　
　
白
壁
　
勝
雄
　
　
72-

0
1
4
3

　
　
小
佐
野
成
太
郎
　
83-

2
3
2
0
　

　
　
梶
原
　
一
榮
　
　
82-

2
4
4
6

　
　
渡
辺
　
袈
裟
司
　
87-

2
3
1
6

5
月
の
多
重
債
務
相
談
日

町
の
行
政
相
談
委
員
さ
ん
は

…………………………………………………………………………………………………………………


